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有価証券報告書提出遅延の見込み及び当社の現状についてのお知らせ 

 
当社は、平成 24 年 3 月 7 日付け「第 75 回定時株主総会の延期のお知らせ」のとおり、定時株主総会

の招集及び開催に要する費用が工面できない状況であり、定時株主総会の招集及び開催の取締役会決議が

できず、株主総会付議議案に関する取締役会の開催並びに付議議案の検討及び決定がなされていないこと

から、第 75 回定時株主総会を延期する旨お知らせいたしましたが、その後の経過について、下記のとお

りお知らせいたします。 
 

記 
１．株主総会開催の目処について 
  当社は、平成 24 年 3 月 7 日の開示以降も、資金調達の可能性を継続して検討しておりましたが、

現時点においても資金調達の目処は立っておらず、定時株主総会の招集及び開催に要する費用が工

面できない状況であり、定時株主総会の招集及び開催の取締役会決議ができず、株主総会付議議案

に関する取締役会の開催並びに付議議案の検討及び決定がなされていないことから、第 75 回定時

株主総会開催の目処は立っておりません。 
 
２．平成 23 年 12 月期有価証券報告書の提出遅延の見込みについて 
  当社は、平成 24 年 3 月 1 日付けで、会計監査人から会社法に基づく監査において、監査意見を

表明しない旨の監査報告書を受領いたしました。このため、計算書類について、第 75 回定時株主

総会にて株主の皆様の承認をいただく予定でおりましたが、現時点においても、定時株主総会開催

の目処が立っておりません。また、資金調達の目処も立っておらず、実現可能な事業計画等を会計

監査人に提示できていないため、金融商品取引法第 193 条の 2 第 1 項の規定に基づく監査報告書を

受領することもできておりません。このため、現時点の当社の判断として、平成 23 年 12 月期有価

証券報告書を、金融商品取引法第 24 条に定める法定提出期限である平成 24 年 4 月 2 日までに提出

できない見込みとなりました。 
 
３．監理銘柄（確認中）への指定見込みについて 
  株式会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）の有価証券上場規程施行規則第

605 条第 1 項第 13 号 a により、金融商品取引法に定める提出期限までに有価証券報告書を提出で

きる見込みのない旨を開示した場合は、当該銘柄を監理銘柄（確認中）に指定することとされてお

ります。平成 24 年 3 月 8 日付け「当社株式の監理銘柄(審査中)指定に関するお知らせ」のとおり、

当社株式につきましては、平成 24 年 3 月 7 日付けにて東京証券取引所より監理銘柄（審査中）に

指定されておりますが、上記（２．）より、当社株式は、さらに東京証券取引所より、投資家の皆様

の注意を喚起するため、本日から監理銘柄（確認中）に追加して指定される見込みであります。 
 
４．当社の親会社等に係る暫定清算人の任命に関するお知らせ（続報 6） 
  当社は、平成 23 年 12 月 22 日付け「当社の親会社等に係る暫定清算人の任命に関するお知らせ

（続報 5）」にて、当社の「その他の関係会社」に該当するザ・グランデ・ホールディングズ・リミ

テッドの清算若しくは会社更生手続きに関する香港高等裁判所における公聴会の開催が平成 23 年
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8 月 3 日に予定された後、同月 31 日まで延期され、その後、同年 11 月 30 日、同年 12 月 19 日及

び平成 24 年 3 月 19 日まで延期されたことをお知らせいたしましたが、当該公聴会が、更に延期と

なり、7 月 9 日に開催される予定となりました。 
 
５．当社の独立役員の指定解除について 
  当社の独立役員でありました社外取締役島津雅和による辞任の申出（理由は一身上の都合によ

る。）により、同人は、平成 24 年 3 月 13 日付けで社外取締役を辞任し、同人の独立役員の指定は

解除されました。これに伴い、当社の独立役員は不在となったことから、当社において、現在、後

任の独立役員を選定中であります。 
 
６．今後の見通し 
  現時点においては、株主総会開催の目処は立っておらず、平成 23 年 12 月期有価証券報告書提出

日も未定であり、当社の独立役員の指定の目処も立っておりません。具体的な目処が立ち次第、速

やかに開示する所存でありますので、何卒ご容赦下さいますようお願い申し上げます。 
 
  株主、投資家および取引先の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけ

する結果となり、深くお詫び申し上げます。 
以 上 

 


